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生涯学習講座
「コンピュータの歴史　～秒進分歩の情報技術の発展」
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一部の限られた分野であった。
・第二世代（～1960年代）
コンピュータを構成する電子回路は真空管か
らトランジスタに変わってきた。多数の企業で
の商用利用が進んだ時代である。
・第三世代（～1970年代）
コンピュータを構成する電子回路はトラン
ジスタから IC（集積回路）へと変わっていく。
この時代、「コンピュータは技術の進歩でどん
どん高性能化する。」との技術予測がされたが
（この予測は当たった）、「コンピュータを使う
人、利用分野は限られる。世界のコンピュータ
需要は、数台の超高性能コンピュータで賄われ
る時代が来る。」という予測もあった（この予
測は外れた）。
・第四世代（～1990年代）
コンピュータを構成する電子回路は IC（集
積回路）から、半導体技術の進歩によりLSI
（大規模集積回路）に変わっていく。コンピュー
タは一層の小型化、低価格化が進み、パーソナ
ルコンピュータ（PC）が登場する。パーソナ
ルコンピュータの登場で、普通の人が日常の生
活、仕事にコンピュータを使うことが当たり前
の時代となった。
・第五世代（1990年代以降～）
コンピュータがインターネットにつながり、
画像・音声などのマルチメディアの活用が進ん
できた。
４．まとめ
受講者の方に公開講座の参加状況、今後に期
待することをうかがったところ、
－多数の方が今回テーマに限らず継続的に参加
している、
－今後の継続的な実施を期待している、年間を
通じてのスケジュールが欲しい、
－今回も含めて既に実施したテーマの続編を期
待している、
等、近隣地域住民の方の公開講座に対する期待
が大きいことが分かった。
東京情報大学の特長を活かしたテーマに基づ
く継続的な公開講座の実施が望まれる。

